
小規模多機能型居宅介護　和が家「サービス評価」　　総括表   

法人名
有限会社

パートナーステーション 代表者 小原　陽一 法人・
事業所
の特徴

高齢者が慣れ親しんだ地域での生活が継続できるよう、人と人とが助け合い、１日１日が
高齢者の生活にとって質・量ともに適切な支援が受けられ、また個人の尊厳ある生活が確
保されていくことを目指します。
自然豊かな春光台に位置する地域性を活かし、毎日の生活の中で自然を感じながら、優し
く穏やかな時間が共有できるよう共に過ごして行きたいと考えます。事業所名

小規模多機能型居宅介護
和が家 管理者 松塚幸江

令和3年12月22日

出席者
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族

人 1人 2人 人 1人

地域包括支援センター 近隣事業所 事業所職員 その他 合計

項目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画

1人 人 3人 人 8人

Ｂ. 事業所の
　　しつらえ・環境

継続して感染予防に取り組み
清掃・消毒・換気を徹底して
行う。

日々、定期に消毒や換気をおこな
うようにできた。湿度にも気をつ
けて対応できた。

感染予防で中には入れない
が雰囲気が良いのはわか
る。

感染予防の取り組みは変わりな
く徹底して行っていき安心して
過ごせる場所を提供できるよう
に努める。

Ａ. 事業所自己評価の
　　確認

具体的な改善計画をあげ目標
達成できるように一つ一つ確
認していく。

職員全員の意見を評価できた。日
頃から意識して取り組むのは難し
い状況だった

更なる具体的な目標を立て
ると改善されることができ
てよいと感じる。よく対応
していると思う。

具体的な目標を立て改善にむ
けて取り組めるよう確認しな
がら対応していく。

Ｄ. 地域に出向いて
　　本人の暮らしを
　　支える取組み

感染予防に努めながら本人の
意向を尊重し今できることを
支援していく。

感染予防しながらできる範囲行う
ことができた。面会も条件にあわ
せて対応し、感染することなく過
ごすことができた。

本人のできる事や出かけられ
ているのがわかる。制限あり
ながらも精神的な気持ちの贅
沢が出来ていると感じる。

感染予防は継続して行ってい
きながら精神的にゆとりのあ
る支援に繋げていきたい。

Ｃ. 事業所と地域の
　　かかわり

感染予防に努めながら地域と
の関わりが出来る環境作りを
行う。

地域の子供たちと感染予防しなが
ら交流できたり、ドライブなどに
も行くことができた。

職員の挨拶もできており、
事業所は地域に貢献してい
るので地域に知られてい
る。感染予防しながら関わ
りを持っている。

感染予防は継続して行ってい
き状況に応じて地域との交流
をしたり関りを持てるように
していきたい。

Ｆ. 事業所の
　　防災・災害対策

災害による避難訓練を実施し
ていく。

自主訓練として避難訓練と地震・
火災・噴火などの訓練を想定して
実施することが出来た。

避難訓練・防災訓練も行っ
ており参加できなくても動
画で様子をみれたのがよ
かった。なにかあったとき
は頼りにしている。

年２回の避難訓練では今後も
火災以外の災害も想定して訓
練を行っていく。

Ｅ. 運営推進会議を
　　活かした取組み

2ヶ月に一回の運営推進会議
を感染予防に努めながら出来
る範囲、事業報告や地域の方
との情報共有を行っていく。

コロナ感染予防のため旭川の感染
状況を考慮しながら少人数で開催
や書面アンケートなどで行うこと
ができた。

取り組みについて解りやすく
説明がある。事例検討につい
てはデリケートなケースが多
いため包括支援センターと連
携し対応するのがいいと感じ
る。

感染予防に努め地域と連携を
取りながら定期的に運営推進
会議を行い情報を共有してい
く。


